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あらまし  本発表は、CMC（Computer Mediated Communication）における感情表現の可能性と限界について、顔・

仮面にかかわる人文学・社会科学の研究から考察する。顔文字やスタンプ、人工現実感（VR: Virtual Reality）や拡

張現実感（AR: Augmented Reality）などを用いる CMC における感情表現の手段が、顔の表情やしぐさ・身振り、口

調・声音など「物理的身体の表情」と比べてどのような特徴を有し、われわれのコミュニケーションやアイデンテ

ィティ構築においてどのような意義を有するか予備的考察を行う。 
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Abstract  This article explores the possibility and the limits of the expressions of emotions in CMC (computer mediated 

communication ) by speculations derived from humanities and social sciences literature on the face and on masks . It considers 

what nature the expressions of emotions—such as emoticons, stamp, avatars, and more realistic representation through VR 

(virtual reality) or AR (augmented reality) technologies—have and what they mean to our communication and our identity 

building. 
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1. 問題設定  

  

本発表は、CMC（Computer Mediated Communication）

における感情表現の可能性と限界について、顔・仮面

にかかわる人文学・社会科学の研究から考察する。  

CMC は、パソコン通信やインターネットなどの情報

通信ネットワークを媒介とするものから、仮想現実感

（VR: Virtual Reality）や拡張現実感（AR: Augmented 

Reality）を媒介とするコミュニケーションまで、幅広

い展開を見せる。CMC においては、感情表現のための

さまざまな手段が提案され、実装されてきた。  

われわれが対面的コミュニケーションで、物理的身

体の表情およびその表情に現れる感情を制御しようと

苦労する一方で、CMC における感情表現はこのストレ

スを除去するように見える。しかし、その結果として、

何らかの倫理的課題が生まれることはないだろうか。  

本発表においては、これらの感情表現の手段が、顔

の表情やしぐさ・身振り、口調・声音など「物理的身

体の表情」と比べてどのような特徴を有し、われわれ

のコミュニケーションやアイデンティティ構築におい

てどのような意義を有するか予備的考察を行う。  

 

2. 感情と情動について  

心理学等の研究においては、感情と情報、または

sentiment と emotion について区別を加えることがある。

一般的には、生物学的基盤に基礎を置く身体的・心理

的反応である情動に対して、社会的な適応の結果成長

するとされる感情とを区別することが多いようである。

しかし、本稿においては、特別な区別を加えない。  

Ekman(1975=1987: 30-47)によれば多くの人間集団に

おいて共通、すなわち生得的な顔の表情と、それと結

びついた情動（ emotion）が存在するとされる。生得的



 

  

 

 

な顔の表情と人類に普遍的な情動の存在に関しては、

Darwin（1872=1991）が先駆的研究とされる [1][2]。  

鷲田（1998: 123-125） [3]は、Darwin（1872=1991）

による表情と感情の生物学的基盤、すなわち人類共通

の表情と感情の結びつきの研究について、西洋的基準

から表情と感情の結びつきを前提とした質問をしてお

り、論点先取の疑いがあると批判を加えている。  

これに対して、Ekman は、西洋人と交流がなかった

民族集団に所属する人々について、顔の表情を映した

写真を提示し、その表情がどのような情動を示してい

るか問うた。追試も行われ、その結果、以下の 6 つの

顔の表情・情動が人類共通のものであるとした。怒り

（ anger）、嫌悪（disgust）、恐怖（ fear）、喜び（happiness）、

悲しみ（ sadness）、驚き（ surprise）、軽蔑（ contempt）

(Ekman 2003=2006: 44-57)[4]。  

ところが、こうした基本的情動が社会的慣習や教育

によって感情へと育つと容易には結論づけられない。

Nussbaum（2004=2010: 31-39） [5]によれば、Ekman が

生得的とする情動について、たとえば、嫌悪（ disgust）

や恥（ shame）についても、一般的に認知的内容と価

値判断を含むものとされる。そして、どのような認知

的内容に対して嫌悪や恥が向けられるかに関しては、

私たちは教育や社会的環境などで制御できるとされる。 

Ekman（2004=2006:61-89）[4]も、感情のトリガーに

は普遍的テーマとヴァリエーションがあり、ごく基本

的なテーマ（蛇やクモへの恐怖など）に加え、教育や

経験（とその記憶）もトリガーを形成すると考える。  

したがって、感情について自然的か教育・文化によ

るか区別することは難しいし、本発表での議論ではそ

の区別にあまり意味がない。したがって、本発表では、

sentiment と emotion の区別を加えず、感情の一語を用

いる。また、意図的な感情の提示を「感情表現」

（presentation of emotions）とし、非意図的な提示を「感

情表出」（ expression of emotions）とする。  

 

3. 顔の表情による感情表出  

本節では、顔の表情による感情表出の特徴を見る。 

3.1. 意図的制御困難性  

アリストテレスがすでに観察しているように、物理

的身体の表情は非意図的に表出され、意識的な抑制や

反省による制御がそれに加えられる。感情とその表出

の制御は、反省的なプロセスを作動させる必要があっ

て、経験と訓練が必要なことが多い（Ekman 2003=2006: 

91-111） [4]。制御が困難なのは、感情が自然選択によ

って獲得されてきた自動的な評価メカニズムで、われ

われの安全にとって極めて重要だと思われる物事への

反応だからと考えられる（Ekman 2003=2006: 61 -89）。 

顔の表情は意図的制御が困難であるものの、社会的

な「表示規則」によって統制を図る。その基本的な方

法は、示したばかりの表情に対してもう一つの表情を

注釈として示す「修飾」や、表情の強度を強めたり弱

めたりする「調節」、別の表情の提示や中立化、隠蔽に

よる「偽装」の３つがある。これらの「顔面統御の技

法」があっても、欺瞞を見破る手掛かりがある。その

重要な一つが表情の統御において、ごく短時間わずか

に漏れ出る「微表情（micro expression）」がある（Ekman 

and Friesen 1975=1987: 173-198） [1]。  

鷲田（1998: 60-72）[3]は、私は顔を所有するかと問

い、私が顔を所有しているならば、私は自由にそれを

操れるはずだが、私は顔の主人ではなく、顔は自分の

思うにならないものの典型であるとする。また、大平

（2005: 2-35）[6]には、「顔をなくした」と主張する精

神疾患の女性が登場するが、この女性は顔がないため

に心が全部むき出しになると主張した。顔は心の表出

であるとともに、心を偽装するものでもあり、そして、

それは完全には意のままになりえない。  

3.2. 自己モニタリング（self-monitoring）の間接性  

われわれは、自分の顔およびその表情を直接視覚的

に観察することができない。鷲田（1998: 87-88)[3]は、

「われわれは、わたしの顔を見ている他者のその顔を

介して間接的に自分の顔に近づこうとする。顔は、『誰

かの顔』であるまえに、まずはみえないそれぞれの自

己がたがいを映しあう鏡として現象する」という。鷲

田（1998: 90-91)は、その結果として、同じ文化共同体

に属する者はお互いに顔とその表情を模倣しあうとい

う。また、顔を同じ仕方で読むという解釈のコードの

共通性も必要である。お互いに顔のコードを共通の視

線で読み取ることによって、顔の向こうにある〈内部〉

に人格が構成されるという（鷲田  1998: 97）。  

ただし、Ekman（1975=1987: 215） [1]は、私たちは

顔の表情を筋肉の動きを手掛かりに知ることができる

という。顔のフィードバックによって、前出のように、

他者の顔に自分の顔の表情に対する反応が表れるより

も前に、表示規則に沿った自分の顔の統御を行うこと

ができるし、社会的適応のためには、それが望ましい。  

3.3. 非固定性・時間性  

仮面と比較すると、顔の表情は非固定的であって、

時間の中で揺れ動く。情動の揺れだけでなく、表示規

則による意図的統御（３．１）、他者の顔に映った自己

の顔の印象の痕跡に応じて、表情はさまざまに変化を

見せる。顔の表情は非固定的であって時間的に変化す

るものである。この点が大きく仮面とは異なる（吉田  

2016: 結び） [7]。表情が固定された仮面においても、

顔の非固定性・時間性を実現したものがある。能面は

「喜び」と「悲しみ」の表情が複合されており、その

結果、光の方向や能面の向きによってその解釈が変わ



 

  

 

 

る多義的なものである（Kawai et al. 2013)[8]。舞台の

上での演技に従って、時間的に「表情」は揺れ動く。  

3.4. まとめ 

ある人の顔の表情に現れた情動の制御は、コミュニ

ケーションの相手の反応によって容易になる場合と難

しくなる場合がある。Ekman(2003=2006: 230-237） [4]

は他者の怒りの表情を読み取ったとき、その対処によ

って相手の怒りが強まることもあれば、うまく怒りを

抑えより建設的な対応を行うこともできるようになる。

その意味で、情報は相互作用的である。また、顔の表

情の解釈は状況によって規定される点で文脈依存的で

もある（Ekman 2003=2006: 56-57）。  

さらに、われわれは他者の顔を通して見る自己の顔

によって、自己という人間を認識する。他者の顔を通

して自分の顔・表情を推測するという構造を有するが

ゆえに、他者による自己の認識と私たちの自己認識は

何らかのずれを有することとなる。社会的地位や職業

にふさわしい外見を見せるには何らかの調整が必要で

ある（鷲田  1998: 198-207） [3]。また、顔と仮面の分

析から、わたしという人間は、人と人との間柄が規定

する文脈依存的なものであると、坂部（2009: 77-99）

[9]はいう。Goffman は、対人コミュニケーションにお

ける役割（役柄）とその役割に基づく自己呈示を研究

したが、行為者が役割からはずれた行為をしなければ

ならない場合、オーディエンスは察しを働かせ、その

行為を見ないなどの保護措置を行う。行為者はこの察

しに対して察しを働かせて行為を調整する（Goffman 

1959=1974: 274-279） [10]。  

 

4. CMC における感情表現  

本節は、CMC における感情表現の機能と特徴を考察

する。  

4.1. 顔文字（エモティコン） 

文字コード上の英数字・記号を用いて、物理的身体

の表情に模した記号を示すことができる。これらは、

顔文字（エモティコン）と呼ばれる。  

顔文字は、「CMC 参加者の積極的な意図が反映され

た行為であり、使用者がこれを通じて特定のコミュニ

ケーション効果を期待」（尹  2008） [11]するものであ

る。尹 (2008)は、ほかの CMC 参加者に対して優位に立

ち、相手との関係を脅かす可能性の高いメッセージに

おいて、否定的印象を和らげるため、顔文字を使うよ

う動機づけられるとする。同様に、花井・小口（ 2008）

[12]は、CMC における顔文字の緊張緩和機能を指摘す

る。これらの機能は、顔文字が笑顔（自分の言葉に対

する苦笑も）を示すものが多いことから合理的に理解

できるだろう。自分自身の肯定的感情をより強く印象

付けるだけでなく、自分のことばが相手に敵意や攻撃

の意図があると受け取られないことを示すために用い

られることが本来多い。情報通信ネットワークの帯域

の制限や通信端末の機能制限から、文字だけのコミュ

ニケーションが主だった時代に、フレーミングを避け

るため、相手とのコミュニケーションを感情的により

円滑にするために意図的に用いられるのが、顔文字の

本来的機能と言えそうである。また、加藤・赤堀（ 2006）

[13]は、親しい者・同僚に対して、感情面に配慮する

ため、顔文字が使用されるとする。  

4.2. スタンプ（アイコンやイラスト）による表現  

多くのメッセージングアプリは、「スタンプ」と呼

ばれるアイコンやイラストによって、より複雑な感情

的表現が可能となっている。スタンプを利用可能なメ

ッセージングアプリには、LINE およびカカオトーク、

Facebook Messenger などがある。顔文字と同様の機能

が期待される一方、西川・中村（2015）[14]によれば、

文脈に依存してさまざまな意味で使われるとされる。

これは、スタンプはアイコン・イラストで、顔文字よ

りも情報量が多く多義的であることが理由であろう。  

4.3. アバターによる表現  

さらに、アバター（Avater）と呼ばれる人物（キャ

ラクター）のイラストやアニメーションによる感情表

現が用いられることがある。小林・石田（ 2006） [15]

は、CMC におけるアバターによる感情表現の検出に関

して、8 か国の異文化間比較を行い、日本人がデザイ

ンしたアバター感情表現の検出は日本人の被験者の解

釈が表出者の意図と一致する度合いが高いことなどを

見出した。同論文は、Ekman（1979）[16]を文化的差異

の根拠として引用するものの、後者の結論は、やはり

基本表情は人類に普遍的であるとするもので、社会に

おける表情の表示規則の違いを指摘するものにすぎず、

彼らの研究結果を説明するのには十分とは思えない。  

4.4. AR や VR の活用  

AR や VR の活用による感情的表現も行われるよう

になっている。石井ら（2013）は、AR を活用して、

アバターによる遠隔地に対する感情表現の創出を実現

した。また、大澤（2014）は、人間がメガネのように

着用 して 、感 情 を示 す目 の表 情を 代 替 する 装 置

「Agency Glass」を製作した。大澤は、このように感

情を示すデバイスやアプリケーションを Emotional 

Cyborg と呼ぶ。  

4.5. CMC における感情表現の特徴  

CMC における感情表現は、発信者による意図どおり

の解釈が受信者に発生するかどうかは不明であるもの

の、発信者は意図的に感情を表現することができる。

また、文字中心の CMC においては、緊張緩和機能が

感情表現を行う記号（顔文字やスタンプ、アバターの

表情など）の重要な役割である。AR や VR の利用が今



 

  

 

 

後進むと、人間の表情筋等の意図的な制御による顔の

表情の操作が、AR や VR に代替される可能もある。た

だし、前出の Agency Glass のように、顔の一部のみに

おける表情を代替する場合、ほかの顔の部分が示す表

情とは矛盾した感情が表現される可能性がある。  

 

5. まとめ  

Ekman（1975=1987）および鷲田（1998）の示すとこ

ろから明らかなように、自分の顔の表情は直接的には

筋肉感覚的経験である。顔の表情は、心の動き・情動

を思いがけず表出する一方、筋肉感覚と他者の顔に現

れた表情を通じて、表示規則に沿って統御できる。こ

の筋肉感覚に注意を向けて訓練をしない限り統御がう

まくいかない場合もある。したがって、顔の表情の制

御やその失敗は、大きなストレスとなる場合もある。  

CMC は感情の意図的な表現を可能とするから、この

ストレスから私たちを少なからず解放してくれる。AR

や VR による表情の代替などのアイデアもある。  

AR や VR による表情の代替は、リアルタイムのコミ

ュニケーションにおいて、意図を「仮想的」表情に反

映させるのは困難に思われる。私たちの顔の表情は時

間の中で揺れ動き固定しない。むしろ能面のような複

合的表情の仮面をつくり、BMI(Brain Machine Interface)

によって仮面を照らす光をコントロールするほうが、

人工的感情表現としては適切かもしれない。  

または、時間の中で揺れ動く微細な表情をまったく

無視して、マンガのような記号的表現を用いる方法も

あるだろう。ところが、自分と他者の感情をうまく制

御して建設的コミュニケーションを円滑に行うには、

きわめてすばやく自らの表情や行動を制御する必要が

ある。この制御をうまく行うには、経験や訓練が必要

である。ところが、AR や VR による表情の代替が進め

ば、私たちは自分自身の顔の筋肉感覚に無頓着になっ

ていくだろう。やはり私たちは自分や他者の顔の表情

に対して注意を向けつづけるべきかもしれない。  

顔の表情の解釈は、相互的なものであって、お互い

の感情的関係や自分自身の感情は、この相互的関係の

中で揺れ動きながら解釈される。この解釈と相互関係

は、自分自身の感情および他者という意図的制御が困

難な要素がある。自分自身の顔の表情とそこに現れる

感情を隠しながら、AR や VR による感情表現を行うこ

とは、他者の解釈とその解釈に影響する相互作用を意

図的に制御しようというものである。その結果、われ

われの社会的アイデンティティの構築プロセスは変わ

って、自由に社会的アイデンティティを定義できるよ

うになるとも見える。しかし、これ以上の考察は、紙

幅の限界から困難である。  
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